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，.Computed Tomography Ultrasonographyあるいは Nuclear Medicineなど
による non-invasiveな酉録診箭が，轄に大動鼠領域の疾患を中心に応用される
ように主!)，最近の血管疾患の診断は多譲住しつつある。しかし現在でも静脈病
変に関しては，爵車行路の解明や血行動慈の分析を含めて，従来の静脈造塁手法が
基本的な診新法として欠くことの出来ないものであることに変りない。
本書は下大静臆とその分設の静騒の造影法を縞躍したモノグラフであち，元来
数少え):.1;¥静脈造影法の専門書の中でも極めてユニークなものと考えちれる。 
Hδspital Saint-AutoineとHospitalT enonの ProfeseurAgreg eのtitleをも
っ2人の放射線専門医による共著で， Contributor も1入の血管外科医を捺いて 
5入の放射線専門医が執筆している。傍語のオリジナノレを英訳したものである
が，訳文は平易明解である。
全文は14章から成ヲ，前半は下大静脈，腸骨静脈自体の疾患および後復膜麗療
など下大静脈立間接的に病変を来たす疾患について記載され，後半では下大静寂
分校の巌器の疾患について述べられている。
先ず第 1，2章では下大静脈の種々な造影手技とその radioanatomyについて
述べられ，特iこ存j心者には読影上の pitfallについての詳細な解説が参考となる
であろう。第3章では下大静脈の発生学が，多数の模式匿を用いて解説されその
結果生ずる先天異常について記載されている。これらの発生頻度は低いが，腹部
大動脈撞を初めとする腹部大欝販の血行再建術の際に，馬蹄腎と詞様な問題を提
超することに車管外科医は注昌する必要がある。第4章では接骨静寂，下大静寂
の血栓，塞栓性関塞疾患について，かなりの頁数をさいて述べ，持に左総接骨静
寂における“Cockettsyndrome" については左総揚骨静探の解剖に初まり，病
罰論，撮影所見が詳述されている。さちに肝部下大静原の摸諜閉塞についても本
項で論ぜられ， “Budd-Chiari syndrome"については肝静寂閉塞が primaryで
あるとして}jIHこ取り扱かっている点がやや特異的である。いずれiこせよこの領域
は華やかな血管外科の発展の中にあって進歩の遅い静脈疾患の外科の中では最も
進んでいる分野であるので血管外科を専門とするものには興味深い記述が多い。
第 5章辻前章で述べられた湯骨静脈，下大静探閉塞持の高IJ並l行路について模式図
と撮影録で， azygos system，portal system，sex veinの routeが丁寧に解説
されている。
第 6章から第8章までは 2 後援護腫蕩，後援摸線維痘などの後援膜疾患と，見干
麓虜その能の援睦内綴器の病変が下大静寂に及ぼす異常所見について論ぜられ，
これらの病変iこ対する下大静脈造影の診鞍上の意義が述べられている。
第 9章の腎静脈造影では特に手設についての記述が詳しく，なかでも腎動脈か
らエピネプリンを注入し動源流入量を減少させて行う pharmacoangiographyが
造影度の改善に有用であるとしている。第10章のJ'liIJ腎静脈造彰は特に手技上の熟
諌を要するが，腫蕩に由来する機能尤進症，特iこ adenomaの診隣ではむしろ
動鹿造影より護診率が高いという。第11章は， spermatic venographyで主とし
て subclinicalな varicoceleの診断に用いられる。 spermaticveinの発生学，解
剖，造影手技がかな予詳しく述べられている。第12章の肝静鹿造影では，従来繁
用されている下大静寂からの retrogradeの方法について多く述べられ，門脈正
充進症の備前評倍としての意義が強調されている。
最後に第13章では女性の骨盤臓器の静脈造影，第14章では discrernia，lumbar 
canal stenosisの診既に応用される喪静脈造影法が記載されている。
掲載された243設の写真はいずれも蘇明で， しかもその各々に附された解説も
丁寧で詳結である。極めて膨大企範屈を包含しているのでセクションによっては
専門家にとっては意に足切ない部分もあると思われるが，日常静脈遺影を行って
いる臨床医学者にとって参考となる点が多いと思われる。(中JI!康次〉
〔千葉医学， 57，324，1981J 
